
先月末に、平年より少し早い桜の開花宣言がありました。昼間の気温が 20℃を越えるような暖かさとなり、

今月から本格的に春の到来が実感できるようになりました。花粉症ではありますが、今の時期にしか見られな

い美しい桜の花を見に行きたいと思います。約一週間の短い期間に、枝からこぼれるような満開の花びらが、

最後に春風で舞いながら散っていく姿に、還暦を越えた今の方が、若い頃よりも感動を覚えるのが不思議です。

いよいよ新年度を迎え、皆様、大変お忙しく過ごされていますが、お元気でしょうか。院長の喜多です。 

最近、「人生の最期の食」について、よく考えるようになりました。例えば、90 歳を越えるような高齢者が、

人生の最期を迎える頃には、必ず、予想外に、急激に、咀嚼と嚥下の口腔機能が低下して、食事中の食べ物や

水分、さらには唾液までもが、むせる反応が無いまま気管に入り、不顕性の誤嚥性肺炎に罹りやすくなります。 

誤嚥性肺炎で入院すると、言語聴覚士（通称：ST）の方が、「食べる」だけでなく、噛む・飲み込む・呼吸

するといった一連の動作をスムーズにするための「摂食嚥下リハビリテーション」という指導と評価を行いま

す。（この訓練は、現在、歯科医院で行われる口腔機能のトレーニングとも共通する内容です。）例えば、唇、

頬、舌を動かし、食べ物をまとめたり送り込んだりする筋力を鍛える、声を出すことで、声帯周囲を鍛えて、

食べ物が気管に入るのを防ぐ力を養う（パタカラ体操、あいうべ体操などが相当します）、ゼリーやペースト状

の食べ物を用いて安全に食べる練習をする、飲み込みやすさに合わせて、とろみの強さや食べ物の固さを段階

的に変えていく、体幹の角度を細かく設定する、むせたら自発的に咳をして吐き出す練習などがあります。 

誤嚥性肺炎を起こすような、お口の機能の急激な衰えがいつ起こるのかを、本人や家族が事前に予知するこ

とは非常に困難であるので、お口が健康な内から、歯科医院で口腔機能の検査を定期的に受けて頂き、日頃か

らお口の機能のトレーニングを開始し、継続することが、健口と健康寿命をのばす最大の効果があります。 

生命を維持するためには、点滴で静脈から水分や栄養を送っても効果は少ないようで、自分の口から、水分

を摂取し、食べ物を咀嚼して嚥下して、消化器官で栄養を吸収すること、尿や便を排泄することが絶対に必要

ですので、最期まで口から食べるために、まず『口腔機能検査』を是非受けてみてください。お願いします。 

性肺炎を予防するため、食事内容（食材の種類、柔らかさ、トロミ剤の使用など）、食べ方（一口の大きさ、

スプーンの大きさ、動かし方など）、水分の取り方（トロミ剤の濃度、ストローやスプーンでの飲み方）姿勢、

呼吸、や口腔ケア―視点で、これまでに学んできたノウハウを実際に行いながら、さらに試行錯誤を繰り替え

しながら、、誤嚥しない短いに、

食べるについて 私見 乳児 乳幼児 幼児 学童期 成人期 ３０歳 ４０歳 ５０歳から ６０歳

70 歳以上 人生の最期の食べる意味 大切さを考える

介護で体験談 食事の介助の注意点 食べるは忘れる リズム 咀嚼 嚥下 舌の使い方 声掛け のみこ

みが出来ているか 舌骨の動きを観察 下向く 足 姿勢 口を閉じる 呼吸と同時 鼻で呼吸 鼻かむ

軟口蓋が挙がって鼻から空気がもれないから、のみこめる 口はゆるむと圧が逃げてのみこめなくなる 下あ

ごを動かす かむ運動 カチカチ音するとよい ぺちゃぺちゃと舌が義歯やうわあごにあたる音を確認での

みこみ確認 首のうごき べっとの上では足をひざえお曲げて足の裏を床につけて力をかける

病院食はのみこみにくいきざみ食も出るので、選択してたべる すりつぶす器具使用 とろみ材加えたもの

あんかけ おかゆも粒は飲み込みにくい 水分だけも誤嚥しやすい ぜりーはある程度硬さが必要で、つるり

とのみ込めるが、ぐずぐずにくずれやすいと誤嚥の危険性がある トロミ剤も濃度は、飲み込むの能力で調整

が必要 食欲は昔の美味しい記憶に影響 味、見た目で 高栄養のゼリー、ムースなどある 舌と上あごでつ

ぶす くすりは、砕いて粒をなくして、ゼリーの中に入れ込む ゼリーは一口の量に注意する 唾液だけでも

誤嚥性肺炎起こるので、胃ろうは解決策ではない 口から食べて、胃腸で吸収されることが大切、生命に維持

につながり、点滴やサプリでは、生命維持にならない 最後ほど、口から食べる人間らしさ、尊厳を維持して、

誤嚥性肺炎になって亡くなっても幸せではないかとも考える ※食げかたの観察と声かけ、思い出す、リズム、
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